
かやたかゆきは、①様々なボランティア活動の経験者②今回の選挙では唯
一の新人議員として今までの型にとらわれない政治③地域に根差した仕事を
している３つの立場として、責任と使命を持って「愛のあるまちづくり」を
行います。そして、議員は町のクリエーターであると考えます。町の未来図
を想像し、夢を描き、実行に移していくものであります。その為には困難な
事もあるかもしれませんが、出来ない理由を並べるより、出来る理由を追い
求めていきながら、選挙公約で掲げた政策を実現する為に一般質問を行って
参ります。今回は、新型コロナウイルス感染症の影響で大打撃を受けている
中小企業や商店、飲食店、個人事業主の皆様の為に、これからのウィズコロ
ナ・アフターコロナで経営が厳しくなる事が想定されるので、スピード感を
もって町が主軸となり町全体の商業の活性化を図り、町の経済を早急に回し
ていく必要性がある為、6月4日の議会にて３つの一般質問を致しました。
①商店や飲食店を守ろう！ 現在、愛川町には１１００の中小企業や商店、個
人事業主の会社があります。町の商店や飲食店は、町の活性化や雇用の創出、ま
ちづくりへの協力、コミュニケーションの場、財源の確保など町にとって必要不
可欠な存在です。町を活気を活気づけるには町民とふれあいの多い商店や飲食店
を元気づける事だと考えます。今、飲食店はテイクアウトや出前などを積極的に
取り入れたりと生き残りをかけて頑張っています。そして多くの町民の皆様も飲
食店を助けるためにお弁当等を購入しています。しかし現在ではそのテイクアウ
トや出前情報は、それぞれの商店や団体が個別で発信をしているので、どのエリ
アで、どんなお店がどのような物を売っているのがわかりません。そこで私は様々
な商店や飲食店に伺って現状を聞き、そして今までの経験を踏まえて、商店や飲

食店を守る要望を致しました！それは愛川町全体の飲食店や小売業等の情報を
エリアや職種で取りまとめたもので、その全てのお店でスタンプラリー的な物
を行い、例えば5店舗で買物したら町から1000円の商品券が貰えて、また商店
などで使える。そして商店や飲食店などにもお客様１人来店で町から200円が貰
えるような仕組みにすると、町民には商品にお得感も出て購買威力が沸き、商店
や飲食店も新規顧客の獲得などに意欲も沸いて活気づきます。そして、この事業
を町が単独でやるよりも、企業・商店・飲食・協力団体の全ての情報を持ってい
る愛甲商工会に付託+協力をすることにより、良いアイデアがスピード感をもっ
て行え、町全体の参加店で行えて素晴らしい事業を行い、経済回復に繋げます。
②お祭りやイベントなどの中止で使われない予算をコロナ対策に！
４月から令和２年度が始まりましたが、その中で４月～８月まで（予定）のお祭
りやイベントが中止となりました。当初お祭りなどに予算組みしたお金は未執行
となっています。この使われていない予算をコロナ対策の事業に充てて、中小企
業から商店や飲食店などを守れるように補填出来ないかを要望しました。しかし
来年度の税収が減収予想なので、今回の守る事業に使うのは厳しそうです。です
が事業をするためには財源をどこからか見つけなくてはいけません。そこで・・・
③いのちを守る基金の有効活用を！ （詳細は下記の欄にてご覧ください）
いのちを守る基金は、感染症対策だけに特化した基金で３１００万円を予算組し
ました。これは国からの特別定額給付金などを町に募金してもらえる受け皿とな
る基金です。この基金は経済対策にも使われる用途となっているので、この基金
を財源にして私が要望した商店や飲食店を守り、愛川町全体の経済を回す事業に
使ってもらえるように強く要望しました。この結果は9月末の第3号でお知らせします。

愛川町には約10億円ほどの財政調整基金という貯金があり、約60億円ほど
の借金があります。借金といっても大きな建物などを建てたローンみたいな
物です。そして毎年一年間の収支では、貯金をしながらも少しずつ借金を返
済できるキャッシュフローとなっています。そんな中、愛川町ではその貯金
の中から2億4500万円を切り崩し、町民の皆様の生活を守る為に緊急支援事
業という対策を致しました。この支援は他の市町村の中でも手厚い支援であ
ります。これは、今まで努力を積み重ねてきた町政運営や町民の皆様のまち
づくりへのご協力や努力の賜物だと思います。心より感謝を申し上げます。
そこで、町独自の支援策を用意しましたので、当てはまるものがありました
ら、是非ご利用ください。申請方法など不明な点がありましたら、かや たか
ゆき（09036959357）までご連絡ください。※詳しくは裏面の支援策をご覧ください
●町民の生活を守るの支援として、ひとり世帯への支援・準要保護世帯への
支援・水道基本料金の減額・国民健康保険料や介護保険料の減免などがあり

ます。そして学校に行けずストレスが溜まる小中学生に対し「笑顔の花プロ
ジェクト」としてお花で心を癒してもらう為に、小中学生にお花をプレゼン
トしました。この事は、各種新聞・神奈川テレビでも大きく掲載されました。
●町内事業者の営みを守る事業として、３月～５月までのいずれかの月が前
年比－３０％以下の売り上げの企業や事業者に対して２０万円が給付されま
す。これは国の－５０％以下に満たない条件の企業を助ける手厚い事業です。
（受付開始中 相談窓口も役場４階に開設しました。担当課：商工観光課）
●いのちを守る基金の創立は、新型コロナウイルス感染症対策のみに使われ
る基金で、国からの定額給付金の寄付の窓口であったり、一般からの受付窓
口になります。少額でもよいので、多くの人が募金できる雰囲気を愛川町全
体で作り「オール愛川町」で、皆で助け合い、この困難を乗り切れれば良い
と思います。是非、みんなの力でこの困難を乗り切って行きましょう！！
（受付窓口は愛川町役場１階受付窓口・レディースプラザ・ラビンプラザとなります）

第2号

かや たかゆきは顔の見える政治を心がけ、愛川町議会での活動報告（ほう）、後援会活動の連絡（れん）、暮らしで困った事を相談（そう）のできる広報誌をお届け致します。

・愛川町独自の支援策 ・交付金などの申請方法 ・いのちを守る基金の創設について

６月議会にて、中小企業・商店・飲食店を守る一般質問を致しました！

当選して約8か月が経ち、毎日色々と学びながら新
鮮な気持ちで活動しています。タイトルにもあるよ
うに、私は顔の見える政治を心がけ、町民の皆様に
身近に感じて頂ける議員でありたいと心掛けてます。
町民皆様の政治への意識が上がる事が愛川町を素晴
らしい町にする事だと考えます。
まだまだ上手に活動を伝えられ
ていませんが、日々精進を重ね、
町民の皆様に楽しみながら読ん
で頂けるように「愛のあるまち
づくり」を全力で頑張って参り
ます。そして皆様に顔が見える
ように毎週火曜日の７：３０～
８：３０まで一本松交差点にて
朝のご挨拶をしていますので、
是非、お気軽に声をかけてください.（緊急事態宣言中は除く）

顔の見える政治を目指して！

町内の感染者の詳細
10代 女性1名（５月２６日現在）
20代 男性1名
40代 男性1名
60代 男性1名 女性1名
70代 男性1名 女性1名

合計7名 地域・完治などの詳細は不明です。

GIGAスクール始まります
GIGAスクール構想は、全国の義務教
育を受ける児童生徒に1人1台の学習者
用PC等で勉強をすることです。。愛川
町も環境の整備を進めるためにWi-Fiの
環境整備を今年末に取り組み、その後、
PCなどを早急に準備する予定です。

小中学校の子ども情報
小学校で中学校の給食を作る小中学校
による親子式学校給食ですが、８月の
夏休み期間（予定）に給食室などの工
事を行い、９月からの運営を予定通り
行って参ります。これで中学校でも暖
かくて美味しい給食が食べられます♪

田代運動公園にスケートパーク誕生
公園の河川側にスケートパークが来年
の２月頃（予定）にオープンします。
スケートボードは近年の若者に人気の
あるスポーツであり、東京オリンピッ
クの競技にもなりました。愛川町から
オリンピック選手が出ると良いですね




